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Ⅰ．クリニカルラダー（看護師の実践能力段階的システム）について 

 クリニカルラダーは「看護の質の向上」を目的に、臨床ナース一人ひとりが臨床における看護実践

能力を高められるよう支援していくシステムであり、看護実践能力は、基礎教育で学習して知識・技

術をもとに、実際に臨床で経験する中で知識を積み重ね、レベルⅠからレベルⅤへと看護実践能力を

高めていくシステムである。受け持ち患者の看護体験を通して各自の実践能力を認識することを重視

し、それぞれの個性的な能力を尊重する。発達モデルのレベルは優劣をつけるというというとらえ方

ではなく、能力を獲得していく過程の方向(膨らみ)と捉える。 

 

Ⅱ．クリニカルラダーシステムの概要 

1. 病院理念と基本方針 

＜理念＞ 

誠実と信頼の医療 

＜基本方針＞ 

1） 患者様の権利の尊重 

2） 地域医療に貢献 

3） より良い医療サービスの提供 

4） 知識・技術の研鑽 

 

2. 看護部理念と目標 

＜理念＞ 

専門職業人として常に、看護の本質を追究し、患者様の人権を尊重し、地域に根ざした安全、

安心、満足度の高い看護を提供します。 

＜目標＞ 

1） 個々の看護職員の能力開発と育成に努める 

2） 専門職業人としての自覚を持って、日々自己研鑽し看護の質を高める 

3） 医療の動向を見据え看護の専門性を追求する 

 

3．クリニカルラダーの目的 

一人ひとりの看護師の看護実践能力の習得段階を評価し、看護実践能力のレベルアップを図り、

看護の質を高める。 

1） 看護師の看護実践能力を評価し、動機づけと教育的サポートの基準にする 

2） 看護師の個々のキャリア開発に役立てる 

 

4．クリニカルラダーの活用方法 

1） 自分自身が目標を設定し、その達成状況を客観的に自ら評価する 

2） 自らのキャリアを向上させることに役立てる 

3） 評価の結果に自分がどのように主体的に取り組むかが求められる 

4） 評価する者は看護師を成長へと導き支援する 

5） 評価・認定されることが目的ではなく、できることを評価し、さらに発展させることへの

アドバイスをする 

6） 適正な人材活用の基準にする 

 

 

 

 

 



5．クリニカルラダー別目標 

＜看護師＞                                   NO.1 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

基本的な看護手順に
従い指導を受けなが
ら看護実践ができる

標準的な看護計画に
基づき自立して看護
実践ができる

科学的根拠に基づき
個別的な看護実践が
できる

科学的根拠に基づき
経過を予測しながら
看護実践ができる

より複雑な状況にお
いて最適な手段を選
択しQOLを高めるため
の看護実践ができる

目標
助言を得て患者や状
況(場）のニーズをと
らえる

患者や状況（場）の
ニーズを自らとらえ
る

患者や状況(場）の特
性をふまえたニーズ
をとらえる

患者や状況(場）を統
合しニーズをとらえ
る

患者や状況(場）の関
連や意味をふまえ
ニーズをとらえる

目標

助言を得ながら、安
全な看護を実践する

患者や状況(場）に応
じた看護を実践する

患者や状況（場）の
特性をふまえた看護
を実践する

様々な技術を選択・
応用し看護を実践す
る

最新の知見を取り入
れた創造的な看護を
実践する

行
動
目
標

1.指導を受けながら
看護手順に沿ったケ
アが実施できる
2.指導を受けなが
ら、患者に基本的援
助ができる
3.看護手順やガイド
ラインに沿って、基
本的看護技術を用い
て看護援助ができる

1.患者の個別性を考
慮しつつ標準的な看
護計画に基づきケア
を実践できる
2.患者に対してケア
を実践する際に必要
な情報を得ることが
できる
3.患者の状況に応じ
た援助ができる

1.ケアの受け手の個
別性に合わせて、適
切なケアを実践でき
る
2.ケアの受け手の顕
在的・潜在的ニーズ
を察知しケアの方法
に工夫ができる
3.ケアの受け手の個
別性をとらえ、看護
実践に反映ができる

1.ケアの受け手の顕
在的・潜在的なニー
ズに応えるため、幅
広い選択肢の中から
適切なケアを実践で
きる
2.幅広い視野でケア
の受け手をとらえ、
起こりうる課題や問
題に対して予測的お
よび予防的に看護実
践ができる

1.患者の複雑なニー
ズに対応するためあ
らゆる知見（看護お
よび看護以外の分
野）を動員し、ケア
を実践・評価・追求
できる
2.複雑な問題をアセ
スメントし、最適な
看護を選択できる

目標

関係者と情報共有が
できる

看護の展開に必要な
関係者を特定し、情
報交換ができる

ケアの受け手やその
関係者、多職種と連
携ができる

患者を取り巻く多職
種の力を調整し連携
できる

患者の複雑なニーズ
に対応できるよう
に、多職種の力を引
き出し連携に活かす

行
動
目
標

1.助言を受けながら
患者を看護していく
ために必要な情報が
何かを考え、その情
報を関係者と共有す
ることができる
2.助言を受けながら
チームの一員として
の役割を理解できる
3.助言を受けながら
ケアに必要と判断し
た情報を関係者から
収集することができ
る
4.ケアの受け手を取
り巻く関係者の多様
な価値観を理解でき
る
5.連絡・報告・相談
ができる

1.患者を取り巻く関
係者の立場や役割の
違いを理解したうえ
で、それぞれと積極
的に情報交換ができ
る
関係者と密にコミュ
ニケーションを取る
ことができる
2.看護の展開に必要
な関係者を特定でき
る
3.看護の方向性や関
係者の状況を把握
し、情報交換できる

1.患者の個別的な
ニーズに対応するた
めに、その関係者と
協力し合いながら多
職種連携を進めてい
くことができる
2.患者とケアについ
て意見交換できる
3.積極的に多職種に
働きかけ、協力を求
めることができる

1.患者がおかれてい
る状況（場）を広く
とらえ、結果を予測
しながら多職種連携
の必要性を見極め、
主体的に多職種と協
力し合うことができ
る
2.多職種間の連携が
機能するように調整
できる
3.多職種の活力を維
持・向上させる関わ
りができる

1.複雑な状況（場）
の中で見えにくく
なっている患者の
ニーズに適切に対応
するために、自律的
な判断のもと関係者
に積極的に働きかけ
ることができる
2.多職種連携が十分
に機能するよう、そ
の調整的役割を担う
ことができる
3.関係者、多職種間
の中心的役割を担う
ことができる
4.目標に向かって多
職種の活力を引き出
すことができる

目標
患者や周囲の人々の
意向を知る

患者や周囲の人々の
意向を看護に活かす
ことができる

患者や周囲の人々に
意思決定に必要な情
報提供や場の設定が
できる

患者や周囲の人々の
意思決定に伴うゆら
ぎを共有でき、選択
を尊重できる

複雑な意思決定プロ
セスにおいて、多職
種も含めた調整的役
割を担うことができ
る

行
動
目
標

1.助言を受けながら
患者や周囲の人々の
思いや考え、希望を
知ることができる

1.患者や周囲の人々
の思いや考え、希望
を意図的に確認する
ことができる
2.確認した思いや考
え、希望をケアに関
連づけることができ
る

1.患者や周囲の人々
の意思決定に必要な
情報を提供できる
2.患者や周囲の人々
の意向の違いが理解
できる
3.患者や周囲の人々
の意向の違いを多職
種に代弁できる

1.患者や周囲の人々
の意思決定プロセス
に看護職の立場で参
加し、適切な看護ケ
アを実践できる

1.適切な資源を積極
的に活用し、患者や
周囲の人々の意思決
定プロセスを支援で
きる
2.法的および文化的
配慮など多方面から
ケアの受け手や周囲
の人々を擁護した意
思決定プロセスを支
援できる

レベル

看
護
実
践
能
力

ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
る
力

行
動
目
標

ケ
ア
す
る
力

協
働
す
る
力

意
思
決
定
を
支
え
る
力

到達目標

1.助言を受けながら
ケアの受け手に必要
な身体的、精神的、
社会的、スピリチュ
アルな側面から必要
な情報収集ができる
2.ケアの受け手の状
況から緊急度をとら
えることができる

1.自立して患者に必
要な身体的、精神
的、社会的、スピリ
チュアルな側面から
必要な情報収集がで
きる
2.得られた情報をも
とに、患者の全体像
としての課題をとら
えることができる

1.患者に必要な身体
的、精神的、社会
的、スピリチュアル
な側面から個別性を
踏まえ必要な情報収
集ができる
2.得られた情報から
優先度の高いニーズ
をとらえることがで
きる

1.予測的な状況判断
のもと身体的、精神
的、社会的、スピリ
チュアルな側面から
必要な情報収集がで
きる
2.意図的に収集した
情報を統合し、ニー
ズをとらえることが
できる

1.複雑な状況を把握
し、ケアの受け手を
取り巻く多様な状況
やニーズの情報収集
ができる
2.ケアの受け手や周
囲の人々の価値観に
応じた判断ができる



 

＜看護師＞                                   NO.2 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベル Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

到
達
目
標

基本的な看護手順に従
い指導を受けながら看
護実践ができる

標準的な看護計画に基
づき自立して看護実践
ができる

科学的根拠に基づき
個別的な看護実践が
できる

科学的根拠に基づき経
過を予測しながら看護
実践ができる

より複雑な状況において
最適な手段を選択しQOLを
高めるための看護実践が
できる

態
度

1.倫理・責任性
・法令はもちろんのこと社会的模範を遵守する
・公私混同することなく業務の遂行にあたる
・決められた職責は最後まで粘り強く取り組む
2.協調性
・常に相手の立場を理解した行動を心掛ける
3.積極性
・現状に慢心することなく常に向上努力を行う

1.倫理・責任性
・法令はもちろんのこと社会的模範を遵守する
・公私混同することなく業務の遂行にあたる
・責任転嫁することなく当事者意識をもって、粘
り強く職責の追求に取り組む
2.強調性
・目的を認識し、自部門だけでなく他の関係部門
との連携に努める
・常に相手の立場を理解した行動を心掛ける
3.積極性
・困難な目標や課題に対して常に建設的に取り組
む
・現状に慢心することなく常に向上努力を行う

組
織
的
役
割
遂
行
能
力

組織の一員として役割
が理解でき、部署の目
標達成に向けて基準や
手順を遵守した行動が
とれる。
日々の看護業務におい
てリーダーシップがと
れる

責任や難易度の最も軽
い、軽微な組織の役割
を果たす。看護チーム
では、チームメンバー
の役割、病棟の係とし
て簡単なルーチンの係
の役割を遂行できる

所属する職場で、組
織的役割が遂行でき
る。看護チームで
は、チームリーダー
やコーデネーターの
役割、病棟での係と
しては創造的能力を
要求される役割を遂
行できる

所属する職場で、特殊
なまた専門的な能力を
必要とされる役割、ま
たは指導的な役割（学
生指導、業務改善係、
リスクマネージメント
係など）を遂行でき
る。看護単位の課題の
明確化ができる。

所属部署を越え、看護部
や病院から求められる役
割を遂行できる。看護単
位の課題に対して、具体
的解決を図れる。

自
己
教
育
・
研
究
能
力

自己の課題を指導に
よって発見し、自主的
な学習に取り組むこと
ができる

自己の課題を明確化
し、達成に向けた学習
活動を展開することが
できる

自己の学習活動に積
極的に取り組むとと
もに、新人や看護学
生に対する指導的な
役割を実践すること
ができる

自己のキャリは開発に
関して目指す方向に主
体的に研究に取り組
み、後輩のロールモデ
ルとなることができる

単独で専門領域や高度な
看護技術についての自己
教育活動を展開すること
ができる。主となり研究
活動を実践できる。看護
単位における教育的役割
ができる



＜准看護師＞ 

  准Ⅰ 准Ⅱ 准Ⅲ 

  准看１年目 准看2年目から9年目 准看10年目以上 

到
達
目
標 

1.看護実践者としての基本的な能

力を習得する 

１．経験に基づいて何が重要か確認

でき、看護師の指示のもと日常の

看護業務が実践できる  

１．現状での問題を明確にして優先

順位を考慮し計画的業務を行うこ

とができる 

2.チームメンバ－の役割を理解 

し、看護師の指示のもと行動でき

る 

2.チームメンバ－の役割を理解  

し、看護師の指示のもと行動でき

る 

2.後輩の指導ができる 

  3.チームメンバ－の役割を発揮し、

行動できる 

   4.日替わりリーダーの役割が理解

できる 

管
理
能
力 

1.当院の組織・機能を理解し指導を

受けながら行動できる 

1.当院の組織・機能を理解し行動で

きる 

1.当院の組織・機能を理解し行動で

きる 

2.各病棟および他部署の役割、業務

内容を理解できる  

2.各病棟および他部署の役割業務

内容を理解し行動できる 、 

2.各病棟および他部署の役割や業

務内容を理解できる 

3.固定チームにおけるメンバー、 

リーダーの役割を理解しメンバ

ー業務ができる 

3.固定チームナーシングにおける

メンバー、リーダーの役割を理解 

し、業務が行える 

3.固定チームにおけるメンバー・リ

ーダーの役割を理解し指示のもと 

メンバー業務ができる  

4.医療安全、感染についての役割を

理解し、指導を受け行動で きる 

4.医療安全、感染について自己の役

割を理解し指導を受け行動で き

る 

4.医療安全、感染について適切に行

動できる 

看
護
実
践 

1.患者を理解し患者・家族と良好な

人間関係を築くことができる 

1.患者を理解し患者・家族と良好な

人間関係の確立を振返り評価がで

きる 

1.看護における対人関係で良好な

関係を築き指導できる 

2.適切な自己表現をする 2.自己表現を振り返り評価する 2.適切な自己表現の指導ができる 

3.基礎看護技術を習得する 3.指導のもと基礎看護技術を個別

に応じて実践できる 

3.基礎看護技術を倫理的根拠をも

って実践できる 

4.看護過程の展開を習得する 4.指導のもと個別に応じた看護過

程の展開ができる 

4.個別に応じた看護過程を展開を

実践し指導できる 

教
育 

1.自己の看護観を表現できる  1.自己の看護観から看護に対する

課題を見つける 

1.看護に対する課題に取り組むこ

とができる 

2.主体的な自己学習の必要性が理

解できる 

2.指導のもと自己学習を計画的に

実施することができる 

2.計画的に学習し、その成果を看護

実践に活用することができる 

研
究 

1.研究に関心を持ち研究課題を明

確にする 

1.自己の研究課題について取り組

む 

1.看護研究を計画的に遂行する 

態
度 

1.倫理・責任性 

・法令はもちろんのこと社会的模範を遵守する 

・公私混同することなく業務の遂行にあたる 

・決められた職責は最後まで粘り強く取り組む 

2.協調性 

・常に相手の立場を理解した行動を心掛ける 

3.積極性 

・現状に慢心することなく常に向上努力を行う 



Ⅲ．クリニカルラダー設定・認定の流れ 

 

ラダー 

レベル 

レベル准Ⅰ・准Ⅱ・准Ⅲ 

レベルⅠ・Ⅱ・Ⅲ 
レベルⅣ・Ⅴ マネージメント 

提出書類 ・ラダー段階設定一覧表 

・課題レポート計画書提出（6月） 

・ラダー評価表（9月・1月） 

設定時の書類

提出の流れ 

（4月中に行

う） 

 

所属長 

                  ↓ 

看護部長 

 

認定のための

書類提出の流

れと締め切り 

＜中間評価＞ 

     対象者 

    ↓（9月中） 

所属長 

     

＜中間評価＞ 

対象者 

    ↓（9月中） 

所属長 

     

 

＜中間評価＞ 

対象者 

    ↓（9月中） 

所属長 

↓ 

看護部長 

＜最終評価＞ 

対象者 

    ↓（2月中） 

所属長 

    ↓（3月中） 

看護部長 

   ↓（3月末） 

認定書発行 

＜最終評価＞ 

対象者 

     ↓（2月中） 

所属長 

     ↓（2月中） 

評価委員会 

    ↓（3月） 

看護部長 

    ↓（3月末） 

認定書発行 

＜最終評価＞ 

対象者 

     ↓（2月中） 

所属長 

     ↓（2月中） 

評価委員会 

    ↓（3月） 

看護部長 

    ↓（3月末） 

終了証発行 

評価者  所属長・教育担当師長の 

2名 

所属長と評価委員会 

 

所属長と評価委員会 

 

所属長・教育担当師長 評価委員会（看護部長・各師

長） 

評価委員会（看護部長・各師

長） 

認定者 看護部長 看護部長 看護部長 

 

＊クリニカルラダー評価表で中間・最終評価で5段階評価「2」以下については、所属長から与え

られた課題を提示する。 

＊中間評価で目標達成が困難な状況にある看護師、准看護師については、10月に所属長が再設定を

行う 

＊認定条件：各レベルのポイントは15点満点とし、13点以上認定とする。それぞれの評価は5段

階評価の4以上とする。（ただし、看護研究共同研究者は3） 

 

1. ステップ別課題（レポート） 

1）レベル准Ⅰ、Ⅰ ・・・・・・看護観 

2）レベルⅡ、准Ⅱ、准Ⅲ・・・・ケーススタディ・自己課題レポート 

3）レベルⅢ・・・・・・・・・・看護研究（院内）・ナラティブ・自己課題レポート 

4）レベルⅣ・・・・・・・・・・看護研究（院内）を学会発表（共同研究者含む）ナラティブ 

5）レベルⅤ・・・・・・・・・・看護研究（院内）を学会発表（共同研究者を含む）・自己課題

レポート 

6）レベル准Ⅲ・・・・・・・・・ナラティブ・自己課題レポート 

7）マネージメントラダー・・・・自己課題レポート 



 

 

＊ナラティブとは、自分の成功体験やこれまでの看護場面で印象に残っている看護場面を振り返り 

その時の自己の心の動きや行動、それによる相手の反応から自己の看護を評価し、レポートにまと

め発表する 

＊自己課題レポートとは、病棟での役割や委員会での役割をとおしての問題解決過程をレポートにま

とめる 

＊6月中に課題の計画書を全員提出する 

＊課題は、1月31日の最終評価時にラダー評価表と一緒に所属長に提出する 

 

2. 各ラダー評価の内容 

項目 ポイント 評価 

ラダー研修参加   ＊ 課題研修回数 5 5段階評価 

課題レポート    ＊レポート評価参照 5 5段階評価 

ラダー評価表    ＊評価表の総点数の平均点を5段階評価 5 5段階評価 

合計 15  

   

  【5段階評価】 

 

  ＊ラダー研修参加 

1：できない（0～39％）          

2：少しできる（40～59％） 

3：半分程度できる（60～74%） 

4：ほとんどできる（75～90％） 

5：できる（91～100％）    

 

    ＊課題レポート 

    別紙評価表にて評価する。評価点数は以下 

    1：0～2 

    2：3～5 

    3：6～7 

    4：8～9 

    5：10 

   

  ＊ラダー評価表 

    1：平均点１以上1.9未満 

    2：平均点2以上2.9未満 

    3：平均点3以上3.4未満 

    4：平均点数3.5以上3.9未満 

    5：平均点数4以上 

 

 

 

 



Ⅳ．臨床能力要素 

＜看護師＞ 

1. 看護実践能力（ニーズをとらえる力・ケアする力・協働する力・意志決定を支える力） 

2. 組織的役割遂行能力   

3. 自己教育・研究能力 

4. 態度 

 

＜准看護師＞ 

1.管理能力 

2.看護実践 

3.教育 

4.研究 

5.態度 

Ⅴ．その他 

1. 中途採用者の修得ステップ 

基本的に、レベルⅡの実践能力修得システムを選択する。半年後くらいに所属長が評価し、設定

する。次年度ステップは継続とする。 

 ＊他施設でのクリニカルラダーレベルや経験年数を考慮し、所属長と面談し設定レベルを決定する 

2. 休職・育児休暇取得者 

休暇前のステップ段階を目安にして所属長と面談し設定レベルを決定する 

3. 准看護師から看護師へ職種変更の場合 

准看護師としての勤務経験がある場合、その能力に応じて所属長と面談し設定レベルをⅡから開

始する 


